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平成２５年度と令和４年度の空家等の状況把握に関する 

自治会アンケートの比較結果について 

 

 

 ◆平成２５年度   ◆令和４年度   比較 

・送付数 ２６６通  ・送付数 ２６７通  ・＋ １ 

・回収数 ２３１通  ・回収数 ２１８通  ・－１３ 

・回収率 ８６.８％  ・回収率 ８１.６％  ・－５.２％ 

 

【設問３】（3‐１）貴団体内に空き家がありますか。 

      【平成２５年度】  【令和４年度】 

・「はい」と回答した団体   １６６件（７２％）  １４２件（６５％）  

・「把握していない」と回答    ４２件（１８％）   ２４件（１１％） 

・「いいえ」と回答     ２２件（１０％）   ２５件（１１％） 

・無回答       １件（ ０％）   ２７件（１２％） 

（令和４年度の無回答が２７件（１２％）あるが、これは設問２で「いいえ」と回答した団

体であると考えられる。） 

 

（3‐2）（３‐１）で「はい」と回答した場合は、貴団体内に存在する空き家の軒数に

ついておおよその数を（ ）内にご記入ください。（最大軒数） 

      【平成２５年度】  【令和４年度】 

・佐倉地区（佐倉・内郷）    １９８軒（２１％） ２３８軒（２４％）  

・南部地区（根郷・和田・弥富）    １３０軒（１３％） １４０軒（１４％） 

・志津地区（志津・ユーカリ）    ４３０軒（４５％） ３３７軒（３５％） 

・臼井地区（臼井・千代田）    ２０３軒（２１％） ２６２軒（２７％） 

   合  計      ９６１軒    ９７７軒 

 空き家の軒数は全体では１６軒と微増となっている。地区別には、佐倉地区・南部地

区臼井地区の空家は微増だが、志津地区の空家が大幅に減少している。 

 

（３－５）具体的な苦情の内容を以下の中から選択してください。（複数回答可） 

      【平成２５年度】  【令和４年度】 

①空き家の庭の手入れ不足    ６０件（２６％）    ５２件（２４％）  

②空き家へのごみの放置     １７件（ ７％）    １３件（ ６％） 

③周辺景観の悪化     ３１件（１３％）    ２２件（１０％） 

④火災の不安・発生     ３９件（１７％）    ２７件（１２％） 

⑤防犯面での不安     ３４件（１５％）    １８件（ ８％） 
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⑥老朽化による倒壊の危険    ２４件（１０％）    ３０件（１４％） 

⑦危険生物等の出入りや営巣       ２７件（１２％） 

⑧その他       ９件（  ４％）    １０件（ ５％） 

   合  計     ２１４件    １９９件 

 苦情の件数は全体では１５件と微減となっている。⑥老朽化による倒壊の危険、⑦危

険生物等の出入りや営巣等の件数が増えている。 

 

（４‐2）空き家に対して実施している取組内容 

      【平成２５年度】  【令和４年度】 

①家屋所有者との連絡     ３４件（１５％）   ２４件（１１％）  

②敷地内の手入れ     １８件（ ８％）   １２件（ ６％）  

③空家の紹介・あっせん      ２件（ １％）    ０件（ ０％） 

④その他      １６件（ ７％）   １５件（ ７％） 

   合  計      ７０件    ５１件 

 各年度とも、①家屋所有者との連絡、②敷地内の手入れの順となっている。また、令

和４年度の方が取り組み件数が減少している。 

 

（設問５）空き家の活用の相談会や勉強会の開催を希望する団体【令和４年度】 

      ①希望する   ②希望しない  ③その他 

・佐倉地区（佐倉・内郷）  １１件（ ５％） ３６件（１７％）  １０件 

・南部地区（根郷・和田・弥富）   ７件（ ３％） ２６件（１２％）  ６件 

・志津地区（志津・ユーカリ）   ９件（ ４％） ５３件（２４％） １３件 

・臼井地区（臼井・千代田）   ５件（ ２％） ２５件（１１％） １０件 

   合  計    ３２件（１４％）１４０件（６４％） ３９件  

 


